



































































ン を 現 代 に 生 か し た「KYOTO 
COLLECTION」などの現代ファッション用
品の数々である。現在の京都ブランドの生産
物の写真を提示されている。その中に従来の
京都の伝統が如何に生かされているか，を考
えながら作品を見るのは誠に興味深い。ビ
ジュアルな「京都学」の入門書ともいえるで
あろう。
　佐藤氏が京都市産業技術研究所に勤務して
おられた事は先に紹介したが，在職中に在京
企業の相談を受けて生産に至った品と拝察し
た。これらの作品から今後の京都産業を活性
化するための道標が見えるように思われる。
